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T r 為

k

日

本

地

理

區

の

硏

究

.
と

國

土

f t
畫

小

島
\

榮

次

:

,.
K

國土計畫

.に
於
け
る「

單
位
地
域」

:

.
:

.去
る
九
月11

四
日
.の
閣
議
で
決
定
を
見
た「

國
土
計
畫
設
定
要
綱」

の
第〕

I

條
は
、
_
_
1
計
畫
の
鐘
別
並
.に
運
用」

と
し
て
次
.の
如
く
定
め 

て
居
る
。
.

(

九
月
ニ
五
日
附
朝
日
夕
刊
參
照)

バ
一
、
：日
滿
支
社
畫〜

日
滿
支
三
國
を
通
ず
る
國
土
.の
綜
合
的
利
用
開
發
の
許
畫
.に
し
て
そ
の
各
國
を
.以
て
各
單
位
地
域
と
し
、
.之 

に
對
す
る
人
と
施
設
と
の
合
理
的
配
分
方
針
を
策
定
す
る
も
の
と
す
。

へ..

ニ
、
中
央
|+
-聲
、
-中
央
訂
畫
ぽ
內
外
地
全
般
を
對
象
と
す
る
計
畫
.に

-1
.
て
、
日
滿
支
計
畫
を
基
準
と
し
て
策
定
を
圖
る
も
.の
と
し
、
. 

.

內

外

地

，方

の

特

性
.を
發
揮
せ
し
め
國
家
的
見
地
ょ
り
す
る
國
土
の
綜
.命
的
利
用
開
發
の
計
畫
.を
樹
立
す
る
も
.の

と

す
.0
中

央

計

畫

は 

:

各
廳
听
管
行
政
の
甚
準
と
な
り
て
運
用
せ
ら
る
'ベ
く
、
內
地
に
於
け
る
各
單
位
地
域
別
地
方
計
畫
及
び
外
地
に
於
け
る
開
發
計
鲞
策 

定
の
栽
準
と
な
る
外
各
廳
所
管
の
事
業
と
し
て
直
接
實
施
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
す
。

.
日
本
地
理
.區
..の研
究
S

土
計
蜜 

.
.
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2

本
地
理
區
の
汧
究
ミ
國
土
訐
盤 

. 

六
0 

’
 

2
!

五
四)

即
知
國
土
計
畫
は
.、
大
.に
し
て
ば
日
滿
支
ブ>

 
ッ
ク
：を
地
盤
と
.し
て
設
定
名
れ
，
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
本
邦
內
外
地
：全
體
を
對
象
と 

.ず
る
中
央
訐
畫
が
樹
立
さ
れ
る
。
.前
者
は
日
滿
支
H
國
の
夫
々
を
單
你
地
域
と
し
'
.て
取
扱
■ひ
そ
.の
失
々
-の
內
部
に
於
け
る
計
畫
の
碁
準

を
與
ふ
る
ん
の
，
あ
り
、
後
者
は
、
本
邦
pi
外
地
に
對
し
て
諸
產
業
配
分
計
f

綜
合
的
交
通
計
¥

動
力
計
畫
•治
水
治
山
及
び
利
水
計

.
 

-•
 

'
 

.
 

•
 

•
 

'
 

•
 

.-

畫
又
ロ
配
分
計
畫
，文
化
厚
坐
施
設
配
分
計
戴
を
樹
立
す
る
と
共
に
、
'
,
各
單
位
地
域
別
計
畫
の
基
本
方
針
を
策
定
す
る
。
換
言
す
れ
ば 

日
滿
支
ブ
ロ
ッ
：グ
金
體
に
わ
た
る
計
*
の
'大
綱
が
先
.づ
決
.定
さ
.れ
、
そ
れ
に
基
く
ょ
り
詳
細
.な
具
體
的
な
實
施
計
畫
.が
各
國
別
に
立
て
, 

ら
ル
•
'更
に1

國
全
體
に
對
す
'る
計
畫
.の
ょ
り
詳
細
な
具
體
的
な
實
施
計
畫
が
國
內
單
位
地
域
別
及
び
各
外
地
別
に
：立
て
，ら
れ
る
'に
と

. 

• I 
- 

- 

•
/

に
な
づ
そ
居
る
。

- 

.
:

.

'

と
こ
ろ
で
、
各
國
の
.夫
々
が
上
位
の
單
位
地
域
と
し
て
中
央
計
畫
が
そ
：の
夫
>;
.に
立
て
ら
.れ
る
こ
'と
に
讀
い
て
は
、
地
理
學
的
見
地
.

か
ら
特
に
考
察
さ
る
べ
き
問
題
を
含
ま
な
：い
と
風
ふ
が
、內
地
の
諸
部
分
が
下
位
の
犀
位
地
域
と
し
て
區
分
さ
.れ
る
こ
と
に
關
し
て
は
、

- 

■

地
理
學
的
見
地
か
ら
考
察
さ
る
べ
き
問
題
を
包
含
し
て
居
る
。

：

..
,

*
 

•

，

こ
の
單
位
地
域
が
如
何
s

f

れ
I

售

i

言
れ
て
居
な
い
。

ニ

月

i

日
の
.
I

I

I
と
こ
ろ
に
依
れ
ば「

內

，

務
省
で
は
內
地
計
# ：
實
施
の
蕋
本
的
立
i

置
と
.し
て
地
方
計
畫
法
を
制
定
し
來
議
會
に
提
出
す
る
と
と
に
決
定
、
と
の
程
計
畫
局
に

. 

.

於
て
右
法
案
要
綱
‘の
に
成
を
終
つ
た
の
で
近
く
省
議
，に
付
議
す
，る
こ
.と
.、
な
つ
た
出
で
あ
る
。(

中
外
商
業
新
報)

然
し
去
る
八
月
に
新 

.聞
紙
上
に
傅
べ
ら
れ
た
と
.こ
ろ
.に
依
る
ど
、
.內
務
省
.
.の「

地
方
.計
畫
要
翻j

第
.ニ
條
に
は
r
lt
畫
の
内
容」

と
し
て
次
の
如
く
定
め
ら
れ
て 

居

る

。
：C
A
月

.

1.V

日

附

東

京

：日

日
 
V 

.
 

.
了

？

：
：
：
.
:
:

'
.
.

ドr

.
即

ち「
(

ィ)

國

土
.計

畫

の

具

體

化

と

し

，

K

の

地

方

計

畫

、

即

ち

全

國

を

北

海

道

、

東

北

、

關

東

、
：
東

海

/»
..近

幾
*
北

陸

、

中

國

'

四
 

通

、
.九

句

の

.
：九

地

.，方

計

畫

單

位

地

域

と

す

る

o
.

(

.ロ〕

地

方

計

畫

の

獨

自

性

(

圈

計

畫)

地

方

計

畫

は

内.地

計

畫

、

東

商

計

畫

、

と

緊

密

な

:-.i
 

.
 

V 

.

.

. 

.

る
縱
ひ
連
繫
を
保
持
'し
.て
實
施
す
；
が
r1

方
地
方
.的
見
地
ょ
り
各
單
位
地
域
の
經
濟
圏
、
.
.生
活
圈
の
確
立
を
企
圖
す
るJ
と
.。

ま

た 

前
揭「

國
土
計
畫
設
定
要
綱」

の
發
表
さ
れ
た
九
月
下
旬
の
新
聞
紙
上
杧
も
、
同
樣
の
地
方
區
分
案
が
審
議
さ
れ
つ
.、
あ
る
.こ
と
が
報
ぜ 

ら
れ
.て
.居
る
0

0
一.五
日
附
朝
日
夕
刊)

斯
く
し
て
単
位
地
域
の
區
劃
は
未
诀
定
で
は
あ
る
が
.、
孰
れ
に
し
，て
も
現
在
の
府
懸
ょ
り
は
遙
I 

^•
に
大
な
る
面
獱
を
持
つ
^
の
と
な
る
-&
.と
は
明
か
'で
，あ
.る
。
'即
ち
北
海
道
.
.の
場
合
は
別
と
し
'て
、
內
地
各
府
縣
を
少
く
と
も
數
個
合 

.し
た
廣
さ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.こ
れ
.は
、
斯
か
る
地
方
計
.畫
な
る
も
の
が
、
各
府
縣
別
施
設
を
〃
以
つ
て
し
て
は
充
し
得
な
い
要
求 

.か
ち
發
す
t

考
へ
’ら
れ
る
と
と
か
ら
"
當
然
に
.霧

.さ
れ
て
來
る
。
'土
.地
に
對
す
る
計
畫
.が
、
.一
方
に
.於
如
て
大
都
市
の
發
達
と
共 

に
都
市
訐
靈
か
ら
地
方
針
畫
へ
擴
大
さ
れ
、
.他
方
に
於
い
て
全
國
的
_
制
經
濟
或
は
計
*
經
濟
が
諸
國
に
行
は
れ
る
と
共
に
一
國
土
全 

體
を
包
含
す
る
國
土
計
畫
，と
し
て
現
れ
、
遂
に
は
數
ヶ
國
.の
國
土
.に
.
.
0
た
.る
計
畫
に
«:
&
獷
大
さ
れ
：る
に
至
：つ
た
(0
は
*
中
小
の
各
地 

域
の
蘼
濟
的
藤
展
.と
.共
に
地
域
間
の
則
聯
が
密
接
と
な
り
*
各
地
域
で
わ
孤
立
的
計
畫
が
實
效
を
擧
げ
得
な
く
散
つ
た
の
み
で
な
く 
！

.却
つ
て
相
互
.の
障
碍
.と
な
.る
場
合
.も
舞
り
得
る
に
至
つ
た
か
ち
で
あ
る
こ
と
、
並
.び
に
斯
か
る
實
效
を
要
求
し
斯
か
る
障
碍
の
排
除
を

* 
■ 

•
.
.
.

.要
求
す
る
社
會
的
國
家
的
情
勢
.の
發

展

が

.あ

る

こ

ふ

，に

菡

-X
0 c

奧
井
復
ゝ
太
郞
著
、：.

國
■土
計
畫
論
•
昭
和一

五
年
刊
、
ニ
三
丨
三
一
頁
參 

照
：

〕

.
し
て
見
れ
ば
阜
位
地
域
が
各
府
縣
ょ
り
ネ
遙
か
に
大
：で
な
け
れ
.ば
'な
ら
.ぬ
，こ

セ

は

明

か

で
.あ
る

。

.

こ

の

單

位

地.域
，は

、.前
述

の.如
く
國
土
針
畫
を
進
行
.せ
し
.め
>
爲
め
の
地
域
时
單
位
.と
^
ふ
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ク
て
"
國
土
計

• 

/ 

. 

: 

/ 

; 

• 

'
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.

日
本
地
理
區

■の
硏
.究
-
S 土
計

鹫
',
.

.

，

六

-:(

ニ

.

m

六)

.

:

畫
の
實
施
が
進
行
す
名
と
共
に
改
廢
さ
れ
る
可
能
性
を
持
っ
。
他
方
.•：
吾
々
は
國
土
計
畫
完
成
の
結
I
と

し

て

出
現
す
る
單
位
地
域
を 

考
べ
る
と
と
.が
出
來
る
-;
0
,
<吉
田
黯
夫
著
、
國
土
計
畫
論
1
眧
和
_
1五
年
刊
、
五
四
|
2:
.
頁
參
照)

ニ

,

.

.■國
土
針
畫
の
钽
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
^
前
揭
^ -
土
計
畫
亂
定
要
綱
し
に
名
述
べ
ら
れ
て
居
义
や
ぅ
に
-
ー
^
日
滿
支
を
通
ず
る
國
防 

,

國
家
態
勢
の
.強
化
を
圖
る
J
&と(
第I,

條)

.

(

ニ〕

內
外
地
各
地
方
.の
.特
性
を
發
揮
せ
し
め
國
家
的
見
地
よ
り
す
る
國
土
の
綜
合
的
利
用

'

開
發
し
を
行
ふ
こ
と
へ
第
二
條
の
ニ
X
三)
延
ひ
て
は
W

、滿
、
支
、南
洋
を
含
む
東
鑒
ハ
榮
圈
の
確
立
を
圖
る」

こ
と(

第
三
條
の
.ニ

•
 

» 

% 

:

る
。
而
し
て
こ
'の
目
標
：に
達
す
る
爲
め
.、に
、
.最
後
に
出
現
す
る
各
軍
位
地
域
に
就
い
七
.は
次
の
ニ
つ
の
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
即
ち
第 

一
に
は
國
防
國
家
の
.態
•勢
を
强
化
す
る
爲
め
に
は
、H

業
の
過
度
な
る
.地
域
的
集
中
を
'抑
1
し
、；
吉
田
.氏
の
所
謂「

經
濟
の
地
域
的
蜥
. 

暢
化」

(

前
揭
書
、
'八
六
頁)

即
ち
或
る
程
度
ま
で
經
濟
的
に
h

よ
り
具
體
的
に
云
，へ
ば
工
業
的
に
！

自
給
自
足
性
を
持
っ
地
域
を

作
り
ノ
國
土
の
|
部
に
對
ず
.る
外
敵
の
1
擊
が「

同
時
に
他
の
部
分
へ
4
致
命
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
.
>い
：
^

•
 

* 

• 

.

地
域
と
の
.

〕

不
可
分
性
を
囘
避
し
、
假
令
そ
.の
.ー.部
分
が
崩
壞
す
.る
と
も
农
ほ
他
の
、部
分
が
一
.應
の
獨
立
性
を
保
持
し
得
る
が
如
き
狀 

,
態
.を
達
成
す
る
と
と」(

同
所〕

が
必
要
で
あ
り
.、
8

1)

第
二
.
.に
は
、
各
地
域
即
ぢ
大
に
'し
て
は
國
土
、
小
に
し
て
は
國
內
各
地
域
の
特 

性
を
發
揮
せ
し
め
る
が
爲
め
に
.は
、
夫
々

0
特
性
を
持
つ
地
域
を
區
劃
'し
.て
と
れ
に
'特
殊
の
施
設
を
行
ふ
こ
と
が
必
要
.で
あ
る
。
6

5

.

(

註 
一
V
'
,
,
こ
め
駿
求
が
凡
そ
如
何
な
る
^'
で
實
斑
に
移
さ
れ
よ
ぅ
と
す
る
か
低
、
佐
藤
弘
敎
授
の
次
.の
言
葉
に
よ
く
示
さ
れ
ズ
©'
る
-0「

さ
し
當
り 

日
本
を
，鞭
太
'
北
海
敷
、
東
歌
、
亂
東
、)一

中
訊
*'
關
西
'
四
爵
，
中
國
、
九
州
'
臺
灣
、
:朝
»'
の
十
1
:地
方
に
分
ち
、
.各
地
方
に
衣
食
住
と
軍 

,

•備
と
、.の
自
足
性
を
與
へ
る
。
即
ち
各
地
方
の
中
心
都
市
に
そ
の
池
方
で010^

し
得
る
に
足
る
丈
け
の
紡
織H

榮
へ
棉
花
、
羊
毛
、
人
絹〕

と

金

..
v
'

HV
':v
.-:
'{
.

-
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:
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.-
v:
::.
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-

H
粟

と
を
超
し
.、
.動
力
を
確
保
す
.る
。
そ
^

‘てし
^
に
よ
名
重
エ
槳
製
品
上
輕
エ
業
數
品
と
を
ぞ
の
地
方
^

の
經
濟
單
位
た
る
膝
、
.̂
、
*
、

■■
.町
*.村
に

邊

っ''て
各

々

こ

，れ

が

經

濟

的

自

足

嘴

を

保

鼷

す

る

？

從

っ

.て

こ

れ

が

た

め

匕

は

今

日

の

四

大

エ

業

地

谌

を

縮

少

す

る

0
籠

綿

織

物
 

X
槳

は

大

阪

地

區

よ

り

、
I

毛

織

物H

槳

は

名

古

屋

地

區

よ

り

、
機

械

器

具

H

業

は

東

京

地

區

よ

り

、

金

屬

H

槳

は

北

九

州

地

區

よ

り

谷

地 

V

方

へ

分
f

せ

る

。
勿

論

こ

め

間

に

必

要
.な
'る
原
'料

、
：
資

本

、
努

働

ノ

交

通

は

中

央

に

於

け

る

國

土

計

畫

局

に

於

ズ

按

配

す

る

？

と

に

か

く

、
.
 

我

が

國

を

大

小

多

く

の
.自

足

經

濟

圈

に

分

割

し

、

こ

れ

を

中

央

に

於

て

&

す

る

樣

に

す

る0.
,
 

C

動

土

計

畫

と

エ

業

立

地

」

經

濟

學

論

集

、

昭 

和

1

四

筇

二 
月

、T

 
九

丄1
0

頁)

.

'

'
. 

•  

. 

.
 

'

.

こ

の
.一.1づ
.の
目

標

は

极

本

的.に
.は

瓦

に

矛

盾

す

る

。

吉

田
.氏

は「

も

ど

よ

り

こ

、
に
.
ア

ウ

タ

ル

キ

ィ

と

云

ふ

の

は

絕

對

的

意

味

に

於

い 
.

て
^
は

な

い

。

換

言

す

れ

ば

各

耀

位

地

域

は

相

互

に

何

等

依

存

關

係

を

も

有

た

ぬ

と

い

.ふ
の
.で

は

な

く

、
..又

は

各

地

域

は

何

れ

も

同

じ

こ

と

を 

.

:
す

る

と

い4

の
.で
も

な

い

。

之

に

反

し

各

單
1

域

は

、

其

の

自

然

的

乃

至

は

社

會

的

事

情

に

よ

っ

て

'*
坐

產

條

件

を

始

め

と

.し

て

其

の

他

谷 

.

,

.

般

の

條

件

に

就

い

て

興

る

地

位

に

立

っ

も

の

.で

あ

り

、

從

つ

て

其

の

各

々
.の
經

濟

の

樣

相

は

互

に
.異

る

も

の

あ

る

べ

く

，

從
.っ
て

其

の

限

り

に.

.於
い
て
相
互
依
存
の
關
係
が
生
ず
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
更
に
そ
れ
だ
け
.で
は
な
い
。
そ
れ
等
の
各
地
域
が
全
體
の
單
位
.で
あ
り
部
分
で
あ 

■

る
'限
り
‘，
こ
れ
^:
は
相
互
に
不
可
分
の
關
係
に
さ
へ
立
つ
も
の
で
あ
る
。」(

前
揭
書
、
八
五
I
六
頁
}と
云
は
れ
る
が
、
右
の
根
本
的
矛
盾
は
否
、

.

定

さ

る

べ

ぐ

も

な

い0
然

し

乍

ら

こ

の

問

題

は

本

稿

の

範

圍

外

と

考

へ

ら

れ

る

か

ら

、
：
こ

れ

以

上

こ

、
に

論

ず

る

こ

と

は

^
な
‘
い
-0
-

■*  

,

'

國
土
計
畫
實
施
.0
結
果
と
し
：.て
出
現
'す
べ
き
單
位
地
域
が
斯
か
.る
も
の
.と
す
れ
ば
"：

當
面
の
單
位
地
域
が
そ
れ
を
考
慮
し
て
.區
劃
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
に
な
る
？
；現
在
の
國
內
各
地
方
は
、
國
土
；

t

畫
が
實
施
さ
れ
る
に
從
っ
.て
、
土
木
事
業
の
進
行
や
資
源
開
發
事
業

.

-ン
.
 

.

;
の
進
符
そ
：の
他
の
結
果
.
>
.
,
し
.て
.、.次
第
に
そ
の
相
貌
を
變
-へ
.て
來
る
咚
あ
.ら
ぅ
。
' 

J

定
の
目
標
時
期
を
定
め
て
立
て
ら
れ
實
施
さ
れ
る 

國
土
計
畫
の：

第一

期
が
終
了
す
る
と
"
第
二
期
に
於
け
る
皐
位
地
域
は
前
期
の
.そ
れ
と
は
異
#
る
^
と
が
あ
り
.得
る
o
.然
し
乍
ら
斯
か•

.

.

.パ

.

.

: 

. 

•

:

. ' 

.

. 

.

‘ 

.

ロ

本

地
.理
踩

の

研.究
で

國
.土
.計

兹

.

，  

.六

三
.

.0

二
.
五

，七.V



日
本
地
理
.區
の
硏
究
f
i土
計
蜜

• 

;
六
.四

，0
ニ

3£
八)

"名
變
化
が
|+
畫
通
り
に
.順
調
に
進
行
し
、
前
述
の
㈨
き
目
檫
の
達
成
を
！̂
能
尨
.ら
し
む
^
が
.爲
め
に
诗
、
現
在
の
各
、地
域
に
そ
れ
そ
可」 

.

.能

.な
ら
し
.め
る
蕋
礎
的
條
件
が
備
つ
.て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
.ば
各
他
域
は
^
づ
現
拒
そ
れ
が
持
づ
基
礎
的
修
件
を
考
慮
し
て 

M V
劃
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
？
而
し
，て
斯
か
.る
装
礎
的
條
件
の
研
究
は
、
地
理
學
的
研
究
の
分
野
に
屬
す
る
.も
の
で
あ
る
。

.

允
來
、
-地
；理
學
的
研
究
，の
課
題
は
.地
域
的
個
胜
.の
I

t

i
 •

ぁ
る
0‘、

(

本
誌 

> 

1

0
月
號
所
載
の
拙
稿「

地
理
學
的
研
究
の
對 

.象
と
課
題」

參
照
簽
る
地
域
が
そ
こ
に
於
け
_る
諸
.現
^
の
分
布
狀
態
、の
結
果
と
し
て
個
性
を
有
す
る
事
實
を
明
か
に
し
、
旦
つ
そ
の
原 

.因
を
探
究
す
る
こ
，と
で
あ
る
。
然
ぢ
ば
地
琎
學
者
は
、
，右
の
.如
：き
單
位
地
域
區
劃
に
關
し
て
も
、
.何
等
か
の
個
性
を
持
つ
と
い
ふ
理
由 

に
农
つ
て
區
«
さ
.れ
得
る
地
域
を
見
出
し
..、
.そ
の
瑰
在
の
狀
態
_を
明
か
に
レ
て
將
來
の
豫
測
に
役
立
た
し
め
る
こ
、と
に
依
つ
て
、
斯
か 

る
單
位
地
域
の
區
劃
.を
'行
ん
仕
事
そ
の
も
の
に
對
し
て
、
.重
要
な
.資
料
を
提
供
し
得
る
箸
で
あ
る
。
何
等
か
の
個
性
に
依
つ
.て
區
劃
さ 

れ
る
地
域
は
即
ち
地
理
歡k

地
域
で
あ
り
、
所
謂
地
理
區
で
あ
る
。
日
本
地
理
區
に
關
す
る
地
理
學
者
の
研
究
は
*
こ
i
に
新
し
い
意 

義
を
持
ち
得
る
に
至
つ
た
。
然
る
に「

地
方
計
畫
要
綱」

は
地
方
行
政
區
劃
の
變
更
に
全
く
言
及
し
て
居
な
い
か
ら
、
■恐
ら
く
現
在
の
府 

縣
境
界
を
そ
の
：儘
に
淺
し
、
.こ
.れ
と
は
別
個
に
特
殊
的
な
行
政
區
劃
と
し
て
右
の
單
位
地
域
を
設
定
レ
、
而
し
て
北
海
道
を
除
く
各
單

位
地
域
は
、
夫
々
幾
つ
か
の
府
縣
を
逾
宜
に
配
合
し
て
形
成
さ
れ
る
の
’
.で.は
な
^:
か
と
思
は
れ
る
。
成
程
、
現
在
の
府
縣
境
界
を
そ
の

- 

■ 

■ 

■ 
-
 

^
 

.

:

儘
に
用
ふ
る
こ
と
は
、
諸
種
の
點
に
於
い
て
便
利
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
こ
の
際
に
そ
れ
を
離
れ
る
こ
と
に
も
利
益
が
あ
る
。
蓋
し
從
來
の 

府
«
境
界
は
旣
に
長
年
月
に
わ
た
つ
て
.行
は
，れ
、
從
つ
ズ
改
廢
を
要
す
る
場
合
も
少
か
ら
ず
生
じ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
當
局 

の
方
針
は
、
#'
述
の
如
く
府
縣
境
界
を
そQ

J
H

に
利
用
す
る
こ
と
.に
あ
る
ら
し
.く
、
吉
田
氏
も
、
政
府
當
局
の
方
針
は
大
®
に
於
い
て

地
方
連
絡
協
讓
會
の
地
域
と
合
致
す
る
个
う
に
考
へ
て
居
ら
れ
る
。(

前
损
書
、

一
ニ
ニ
頁
：>梁
し
て
斯
か
る
诃
分
が
適
當
で
あ
る
か
否 

か
に
就
い
て
は
、
评
究
の
余
地
炳
大
き
.い
o
:
Mし
'て
こ

，の
硏
究
.に
.は
、
大
規
模
な
且
つ
詳
細
な
調
齑
が
必
要
で
、あ
る
が
、
こ
、
で
.は
ノ 

從
來
の
地
理
學
者
の
求
邦
地
理
區
に
關
す
る
業
歡
を
考
察
し
、て
見
一
ょ
う
と
思
.ふ
。

：

.

.•

尙
新
聞
紙
上
に
傅
へ
.ら
れ
る
ト「

地
方
計
畫
要
綱」

第
四
條
に
は
、
地
域
制
と
し
て

、「
C
ィ

；}

規
制
地
域
、
都
市
發
展
規
制
其
他
"(

口〕 

農
業
地
域
、
農
地
保
存
の
た
め
の
地
域
、C

O

開
發
地
域
、
土
地
開
發9

:

た
め
の
地
域
. '
地
價
統
制
、
土
^
收
容
を
行
ふ」

と
規
定
さ
れ 

て
居
り
、
■前
述
の
如
き
單
位
地
域
と
異
な
つ
た
意
味
■の「

地
域J

が
取
上
げ
ら
れ
て
房
る
。
即
ち
單
位
地
域
内
で
特
に
或
る
地
域
を
指
定 

し
て
彳
そ
こ
に
於
け
.る
永
地
.の
用
途
ゼ
統
制
ず
る
も
.の
で
あ
る
。
.ヒ
れ
は
地
.理
學
的
硏
究
に
と
つ
て
や
は
t
重
要
な
問
題
と
な
り
得
る 

の
で
あ
つ
て

、

.

地
理
學
的
硏
究
に
蕺
い
て
指
ぼ
⑽
域
た
る
べ
き
地
域
を
定
め
、
或
は
當
局
に
依
る
指
®
の
適
否
を
論
ず
る
こ
，

と
が
出
来

' 

' 

' 

メ 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

•

る
'0
然
し
乍
ら
こ
乂
.
で
は
そ
の
問
題
に
觸
れ
.な
い
.と
と
\
す
る
。
...

.

.

.

.

. 

• 

- 

.

:

地
理
區
は
自
然
現
象
に
就
い
て
も
區
劃
さ
れ
る
し
、
社
會
現
象
に
就
い¥

も
區
劃
さ
れ
る
？
而
し
て
自
然
現
象
の
社
會
現
象
に
對
す 

る
影
響
.：の
.爲
めk

"

自
然
區
と
人
文
地
理
區
と
は
決
し
て
無
關
係
で
は
ゝ
あ
り
得
な
い
。
國
土
計
畫
に
於
け
る
單
位
地
域
區
分
に
當
つ
で 

考
慮
さ
る
•べ
き
地
.理
區
は
.、
勿
論
主
と
し
て
人
文
地
理
區
で
は
あ
る
が
、斯
：

S
k
v

意
味
に
於
い
.て
先
づ
自
然
地
理
區(

S

D
に
關
す
る 

硏
究
を1

瞥
し
ょ
う 
o
'/
.'1
'

:

^

 

;

.,
'
,
.

■
•二(

i
l)

田

中

啓

爾•
日

本

の

地

理

區

、
.地

理

學

評

論

，

第

三

卷

第
.

1

號

、1

丁

四

頁

、H

從
.

4

と

「

自

然

的」

地

域

汉

は

启

然

的

地

理

區

な

る 

.日
盡

理

區

の

研

究

w

國

土

前

斑

.

-

タ.
-

.

:
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,

.

:
:
=
本

地

理

區

の.硏
魂
.？
國

土

前

遨
.
 

，
..
六

六

. ,
0
ニ

六
:8

‘
言

葉

に

はI

I
解

釋

が

成

立

し

得

る

。

一
S

A .
爲

的
.續

即

ち

政

治

的f

に
依
っ
.
て

豪

さ

れ

た

人

爲

的

地

域

に

對

す

る

自

然

的

地

• 

•
 

域

を

意

味

し

、

他

は

人

文

地

理

的

1
:
儿

に

對

し

て

自

然

撖

理

敗

眾

元

を

意

味

す

る

.も
の

で

ぁ

る

。

前

者

は

自

然

現

墩

に

關

す

る

地

域

と

社

會

現 

敷

に

關

す

る

地

搣

と

の

兩

奔

を

含

む

の

に

對

し

て

、
-後

表

は

冉

然

現

象

の

地

域

の

み

を

含

む

。

こ

、
で

は

後

者

の

截

味

に

用

ひ

る

。

、
日
私
地
理
區
區
分
に
.關
丸
る
硏.1 
九
.は
、
寡
聞
な
各
筆
者
の
.晚
に
觸
れ
た
限
り
に
淤
い
.て
は
、
.

.

意
外
に
數
が
少
い
0
自
然
地
理
區
に
關 

:
:

す
る
も
の
と
し
で
、
次
の
も
の
が
擧
げ
ら
れ
る
。
バ
訪
四)

先
づ
氣
瓞
區
の
砾
究
と
し
て
.は
、

.'
;

.

 :
.

.
',■
•

•

>

/

:
•■

福
井
英
一g

、

我
邦
に
於
け
■る
氣
候
分
類
に
つ
き
て
、
地
理
學
評
論
、
；第
四
卷
第
汍
號
、
昭
和
三
年
九
月
、

.

.砘
田
武
松

H
h
e climate of Japan. P
县

.L 

CIima,to

筇a
p
h
y

 of J
a
p
f
:

中
央
氣
象
毫
ノ
歐
文
報
告
、
第
四
卷
第一

1

號
、
昭 

和
六
年
三
月 

....>

-:
 
、

,.
.
, 

,

へ

福

并

英

一

郞

、
日
本
办
氣
候
區
，
第
ニ
報
、
地
理
學
評
論
、
：第
九
卷
第
4’
、
ニ
、
三
、
脚
號
、
：昭
和
八
年
~:
ニ
、
三
、
四
月
、
：

岡S

武
松
，
氣
候(

修
茈
地
理
學
講
座)

昭
和
：

一

一
年
、 

ン

、
.
: 

:

,

地
形
區
に
關
す
る
硏
究
と
し
て
は
、 

、

■
.
.(

，

下
村
彥
一
、
：日
本
群
鳥
の
地
形
‘反
溉
報
、
地
理
學
評
論
、
.‘第
ニ
卷
第
一
と 

二
月
、
第
三
.卷
第
四
、
九
號
.昭
和 

•

1
?

四
、
九
月
、

' 

.

ノ 

.

..,

■■
.
高
橋
純
f
、
»
說
及
哋
‘理
.區
域C

日
本
地
趣
大
澤
、
.-
■總
論
篇〕

昭

和

，̂
年

:
、

:'
,̂̂̂

 

..

.
 

.

■

:

，
-
■
ヘ

ン 

,

:
T

村
彥
'1丨
花
并
重
次
，
渡
邊
光
、
，岡
山
俊
雄
？
福
讪
正
英
、
.地
：形
區
S

波
講
座
、
地
理
學y

昭
和
九
年
、
.
.

.
V渡
邊
萬
攻
觚
•
地
勢
、〈

日
本
地
理
風
俗
大
深
、
'別
卷
日
本
總
論)

昭
和
.一
三
年 

■ 

ノ 

(

話
四)

へ
と
乂
に
揭
げ
た
毛
の
以
外
に
.
.你
へ
は
.氣
候
區
に
^
し
.て
は
、E. M

a
r
y

 sanders,.olimatic.. zones of 
Jtu
-
p
a
n

 

and 
Formosa. 

M
o
l
l
y

 Weather Review. July 

1
9
2P-
中
川
源〖I!

郞
、
本
邦
氣
候
の
區
分
に
就
い
て
、
地
學
雜
誌
、
第
一
ー
卷
、
明
治
三
ニ
年
、
等
の 

.

ぁ
る
.こ
と
を
*
福
井
英j

郞
著
，
.氣
候
學
，
昭
和
一
H
年
、
翁
末
の
文
献
目
錄
に
依
っ
て
知
っ
た
が
、.

：

參
照
す
る
暇
が
な
か
っ
た
。
ま
た
也
形 

區
に
關
し
て
も E. N

a
u
,

 Uber den B
a
u

 und'Entstehpng

P4
e
r .japanisdlen 

Inseln, 

BerHn 

1B85 .

原
田 
i
H
n日
本
池 

質
溝
^
論

^
^
雜
認
^
.
1
1
^
'

明
治
ニ
=:
年
、
.
1
?
.
'
1
1
3
3

皆
，Die iapa

g.schen'Isenln, einevtopographische geologische. uebersi- 

&
t Berlin 1

8
9
Q
.

w
. Na

u
m
a
n
n
,

;̂
e
u
e 

B
e
i
s
g
e

 zur G
e
o

crgie Japans. Feterm, iMitteil, Erg.-Heft Nr. 106, 

1893 :

小
川 

.琢

.治

.日
本
群
島
地
質
構
造
論
、
%
學
雜
誌
、
.第
一
一
.年
、
...第ー
.：四
¥
、
'明
治
.三1

一、三
五
年
、
，F
. v. .Richthofen, 

Geomorphologische 

,

.

w

s

o

s

t

a

ic
o

i

e

n

*

v

.

 Gebirgskettungen im Japanischen Bergen. Sitẑ
-Ber. K. Freuss. A

k
a
d

 Wiss., phys.- Math. 

K
rH, XL, 1S03. H. Yabe, 

problems 

concerning 

the geotlctonics of the • Japanese 

Islands; 

Critical 

reviews, of 

vanous opinions 

expressed by previous 

authors on &
e

 geotectonics, sc. R
e
p
'
T
o
h
o
k
u

 

University, 

Second 

Series 

(Geology) ，

今1917” B
k
^
^
o
r
p
h
o
l
o
g
i
c
a
l

 s
u
m
m
a
r
y of Japan, and i

c
o
l

 Jourp Geol soc. Tokyo, 21,1914.

等
が
、
 

辻
衬
太
郞
著
、

:-
0
本
地
形
聽
昭
.

苹
刊
の
文
献
目
錄
そ
'の
他
に
揭
げ
ら
れ
て
居
.る
が
、
こ
れ
等
も
參
照
す
る
暇
が
な
か
っ
た
。

,
.
ま
た
地
質
f
.特
に
紀
上
げ
な
か
^

!の
は
、
；そ
れ
が
主
と
し
て
地
形
區
.に
關
聯
す
る
場
合
に
.の
.み
本
繫
題
目
に
關
聯
し
て
來
る
と
考
へ 

.

た
爲
め
で
あ
H

励
濃
ポ
土
壤
區
.

_他
に
就
い
て
.は
、
.謙

に

し

て

斯

か

る

研

•究
の
，行
は
れ
て
居
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
鬆
で
ぁ
る
。

さ
て
日
本
の
.氣
候
區
は
、
，福
井
氏
.に
從
#
と
次
表
の
如
く
區
分
さ
.れ
るO

大
氣
候
區
は
氟
遁
の
差
に
基
い
て
區
分
さ
れ
、
北
H
本
氣 

日
本
地
理
崔
の
砑
究
^
國

土

訃

麋

,

.

'

六

ヒ

0
ニ

六

ー)



候
區
は
月
平
均
氣
溫
の
攝
氏
零
度
.以
：下
に
達
す
る
月
數
が
四
以
上
：の
地
帶
，
.
#日
ホ
は
年
平
均
氣
溫
が
ー
一
〇
度
以
上
の
地
帶
で
あ
り
、

■
 

■
 

\  

.

.

.•
:
.
' 

-
 

.

.

. 

.
 

.
 

-
 

-
 

r 

.

.

中
部
日
本
は
そ
の
.中
間
の
地
帶
で
，あ
る
。
'中
氣
候
區
は
大
體
に
於
い
：て
降
水
量
及
び
そ
の
季
節
的
配
布
に
依
つ
て
區
分
さ

.

れ
る

。

即
ち

.

.
、
• 

.

. 

' 

* 

■ 

• 

-

'北
日

本

は

主

と

し

て

氣

溫

の

，差
に

.依
'つ
て
樺
太
と
北
海
道
に
分
た
れ
、，'中
部
日
本
も
內
地
に
關
す
る
限
り
、
月
平
均
氣
溫
零
度
以
下
の
.
 

月
が
兰
ヶ
月
以
上
に
達
す
る
地
.區
が
西
南
北
海
道
で
'あ
り
、
.津
輕
海
峽
以
南
は
斯
か
る
月
が
三
ヶ
月
.に
達
せ
ざ
る
地
域
で
あ
る
が
、
中
.

■

:

.
 

'
 ■
:

-

へ

-

■

.

'.
■ 

.

.ぐ■

央
脊
梁
山
脈
に
依
つ
て
太
平
洋
岸
，と
日
本
海
岸
と
.に
區
分
さ
れ
る
。
こ
の
ニ
地
域
は
* 
.前
者
が
夏
季
の
多
雨
に
對
し
て
冬
季
の
寒
雨
を

.

•
 

.
 

. 

.

.
:

.•
'
■

:.

.
 

.
 

.

.

.

 

■
 

.
 

■ 

■

示
す
所
謂
表in

本
式
氣
候
を
持
つ
に
對
し
て
、
，後
者
は
そ
の
逆
め
降
水
量
配
布
を
持
つ
。
而
し
て
.西
部
に
於
け
る
兩
考
の
境
界
は
大
體 

濱
田
と
松
江
げ
中
|1
|

1

に
あ
り
、
パ
ぞ
の
.以
西
は
表
日
本
式
氣
候
區
と
な
.る
0

.

.

.

‘
Vこ
れ
等
中
氣
候
區
間
の
裁
異
は
主
と
し
て
.大
敗
形
の
影
響
を
愛
け
る
結
果
.で
.、‘あ
る
.
.が
、
更
に
中
氣
候
區
内
に
於
け
ネ
ル
豸
候
區
の
差 

興
は
、
M
に
細
い
地
形
即
ち
小
山
脈
•於
陵
&

地
帶
〃
海
岸
形
等
の
影
響
に
依
づ
て
坐
.ず
る
場
合
が
多
い
。
.而
し
て
こ
.の
影
響
は
主
と

. 

し
て
降
水「

の
.總
量
及
び
季
節
的
配
布
の
上
に
現
れ
る
。
斯
く
し
.て
_北
海
道
中
氣
候
區
は
、
：中
央
山
脈
に
依
り
分
た
れ
る
東
西
の
小
氣
候 

-M
及
び
千
島
小
氣
候
區
に
區
分
さ
れ
、：
西
南
北
海
道
も
亦
、
，略

.々
.東
西
兩
海
岸
の
分
水
嶺
に
依
つ
て
檄
山
及
び
^
畠
の
ニ
小
氣
候
區
に 

分
れ
る
0

:
■
,
.
.
.
•
.
-

 

.

.

- 

■太
平
洋
岸
中
氣
候
區
は
湎
積
頗
る
廣
く
、
高
'度
•海
岸

か

ら

：
の
，距

離
•緯
度
等
に
於
い
.て
區
.內
各

地

間

に

著

じ

：い

差

異

が

，あ

る

。

從
つ 

V

區
内
各
小
氣
候
區
間
の
.蝥
異
は
著
しS

場
合
が
あ
.る
。
H
陸
地
方
.は
，太
.平
洋

岸

區

，の
，ぅ

ち

最

も

低

溫

、の

地

域

で

、
奧

羽

山

脈

の

東

側

、 

阿
武
隙
.川
以
牝
の
地
を
占
め
る
。.そ

. ：

の
.南
方
に
接
し
て
.東
海
小
氣
候
區
が
あ
り
、
西
へ
.延
び

三

重

縣

長

島

附

近

に

達

す

る

-0
溫

和

故

海 

:
.
:
_本
地
理
區
の
.执
究
ミ
國
丸
針
蜜 

'

:

 

で

'
.

'.
..
.
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, 日本の氣候區(福井英一部氏日中の氣候區、第 2報に依る） > 

產s 中氣候戚小氣吟胺微氣候區* •

. • ”奄美、那顔、先島 

北 - 
苋 •
中 * 微氣候區とは本稿筆者の附した假稱

雄 拜弧的は畴殊氣睽を有して周園から

湖 異なる特殊地域

(樺 太
[衆樺.太•.••、敷香附近) て .

北 厂 外 t西 樺 太 . . ，

f西北海道”.べ天鹽、小樽、札幌、#川、苫小_ き近） く 

本1北海逍丨诳：!匕海道....北見(網走附近,十勝—根室(花唆、帶廣、廣尾附珲) 

【千 島 * ••北千鳥、南 千 島 、‘

，西南北海道

北 朝 鮮

中

部
太平洋捧

本

W . '
島..*.(凾誼） • . ; 、

鏡…•咸北，威南: / ;

浪-•♦黃畿.平安

陸•."(主本木、営古、花卷、仲毫) •

海•，•.南關東(房相)駿遠(南供S)

山••”北關ta：(福島〕甲信(長野、飯田)濃飛、姓置 

灝戶闪海••••東馘戶、中翻戶、西觀戶 

北 九 州…•筑紫、有明(佐賀、熊本)對馬、南 韓 •、

南 海 *•蔭隅(屋久島;)日向(宫崎)土佐、南紀，伊S七島

〔橹 
1渡

S

M
M

日本海择

Mr朝 鮮

(兩 羽"••秋田、04形

北 .陸.•••北越、中越、®越、佐渡、

陰••••(_岐）

m 韓.，••(大邱、鬱陵島)

!西 韓 , 、

沖

臺

.臺

.
豪
'
.高
懲

. 
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本



ロ
本
地
理
S

研
5

®
 土
墓 

,

.

.

.

七
o 
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六
四)

> 

"そ

の

內

部

：に

啟

け

る

各

地

間

の

叢

的

差

異

は

ト

少

ず

.そ

.办

北

が

ら

西'へ
：東

出

小

溱

候

區

が

延
1び
、

北

關

束
• 

申

信

•
濃

飛

戮

濃

尾

苹

野

北

半

郜

.敗

北
>
近

：江

盆

地

南

部#

贊

盆

地
*
奈

良

錄
^

京

霊

地

：4

岡

盆

地

等

を

舍

む

。
：
即

ち

海

岸

ょ

り

遠
 

ハ
^
陸

地

帶

で

且

つ©
伏

に

富

む

が.故

.，に

、.；
一

般

に

日

本

本

島

ホ

最

も

大

陸

的

な

氣

候

を

持

つ

が

、

.じ

.，か

も

そ

の

內

部

各

地

間

の

差

異
 

が

著

し

い

。

次

ぬ

東

山

地

方
0
西

に

連

る

瀨

戶

内

海

小

氣

修

區

味

、

'大

阪

灣

岸

地

方*淡

路

島
*
山

陽

地

方
"
四

國

北

半

部*
北

九

州

の

瀨.
 

戶

2
:
海

斜

面

を

含

む

、

そ

の

氣

溫

に

對

し

て

降

水

觉

の

多

く

な

い

こ

と

が

特

微

を

な

す

。

北

九

州

小

氣

候

雨

は

，中

國

の

一

部

(

濱

田

以
 

西

のn
z

t

海

岸〕

北

九

州
•
費

岐
•
對

馬

•
濟

州

島.4朝

鮮

南

海

岸

を

含

み

、
.年

平

均

東

溫

が

高

く

且

つ

年

較

差

め

少

い

地

方

で

あ

る

。

南
 

海

ト

氣

陵

區

は

中

部

日

本

め

西

南

端

に

位

し

：、
紀

.伊

半

島

か

ら

四

國0
九

州

に

跨

る

。

伊

哀

七

島

も

こ

れ

に

屬

す

る

。

.内

地

に

於

け

る

最

も
高
溫
且
つ
最
も
多
雨
の
地
方
で
あ
る
。 

へ 

A
 

、

:

白
本
海
-

1

千

中

氣

候

區は
、
，
.
靑

森

縣
西
半

部
•
秋
田
*山
形

兩
縣
を
冷

む

兩

羽

地

方

-
'
.
新

潟

•
富
山

*
石
川

の
諸
縣
及
び
福
井
縣
の
舊
越
前 

地

方

，
滋

賀

縣

北

部

(

比
良
：山
及
'び
長
濱
以
北〕

に
跨
る
北
陸
地
方
•そ
の
西
に
接
し
て
濱
田
附
近
に
至
る
山
陰
地
方
、
.の
三
つ
の
小
氣
候 

區

に

分

れ(

る
o
.
北
陸
池
方
は
降
水
量
最
も
多

く

、

本

郏

に於
け
る
最
深
雪
地
方
で
あ
'
 
兩
羽
她
方
.
三
者
の
ぅ
ち
最
も
降
水
量
の
少 

い
地
方
で
あ
る
0
‘且
つ
降
水
最
の
配
布
狀
態
も
三
#
方
の
間
に
差
異
が
見
ら
れ
る
。

' 

.
■
' 

' 

,

以
上
が
福
中
氏
に
依
る
日
本
氣
候
區
區
分
の
槪
略
で
：あ
る
0
.こ
れ
に
對
し
て
岡
3
:博
士
0
.區
分
は
、
中
央
氣
象
臺
歐
文
報
吿
に
揭
げ 

V
れ

た

圖

に

從

ふ

と

、
.
北

海

道

全

：鳥

を

V

區
劃
と
.じ
て
、'兩
羽
及
^

?陸
兩
地
方
をr
括
し
て
■北
睦
區
と
し
、
北
陸
•山
陰
の
境
界
、部
と 

東
山
政
方
西
部
及
び
大
阪
灣
東
岸
を
以
ヴ
て
近
幾
地
區
と
:1
>
、
山
陰
と
瀬
戶
內
海
區
の：
境
界
を
山
ロ
縣
西
端
に
至
ら
し
め
名
等
の
點
に

於

.い

て

、

主

た

基

相

遨

點

を

持

つ

o

即

ち

日

本

內

地

は

、
北

海

道

•
東
'北

•
關

東

.•挺

海

v

中

央

高

原

•
近

畿

•
北

陸

•
山

陰

•
內
.海

地

區

•
北

四

 

.國

•

北

九

州

•
紀

.併

。
南

四

國

•
南

九

州

と

.な

る

。

.

. ,.

,
-

■ 

V 

. 

I 

.

.

. 

.

.

一
.
.

•

こ
れ
等
兩
者
は
重
要
な
點
で
は
一
致
し
て
居
る
や
ぅ
に
見
.え
る
0
即
ち
南
北
の
差
異
•東
西
の
差
異
を
認
め
る
と
共
に
、
' 中
部
日
ホ
. 

.

の
內
睦
地
方
及
び
瀬
戶
內
海
を
夫
々
特
色
あ
る
氣
候
區
と
認
め
て
居
る
點
で
あ
る
。
明
か
に
こ
れ
等
の
差
異
は
：
各
地
方
の
肚
會
現
象

• 

■ 

' 

.

. y 

' 

' 
' 

.

. 

' 

■

に
夫
々
異
な
つ
た
影
響
を
與
へ
る
。
從
つV

.

そ
の
限
り
に
於
い
て
、
.社
#S

象
に
關
す
る
地
理
學
的
地
域
の
形
成
要
素
と
な
り
*
從
つ

て
ま
た
國
土
計
畫
.に
於
け
る
單
.位
地
域
區
撕
ぬ
際
し
て
も
考
慮
さ
る
べ
き
要
素
と
な
る
.'
0
然
し
乍
ら
斯
か
る
行
政
區
劃
の
區
分
に
於
い

.

.

.

.

.

 

.

 

.

 

•

 

.

.

.

 

*

て
は
、
明
か
に
他
の
要
素
が
ょ
り
重
要
な
意
義
を
持
つ
の
で
あ
つV

、

例
べ
ば
氣
險
上
で
は
同一

地
區
に
屬
す
る
紀
伊
•南
四

國

•
南
九

. 

•
 

.
 

.
 

,

州
を
同
.

一

行
政
區
_
に
一
.括
す
る
と
と
は
望
-\
ま
し
く
な
く
、
.却
つ
て
異
な
る
氣
候
區
に
屬
す
る
四
國
の
南
北
兩
地
方
を
一
行
政
區
劃
と

.

.

.

.
 

-

.

.

.

.

-
.

,

、 

，

■

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
,0
' 

. 

/

.

.

. 

.

.

. 

.

.

. 

\

, 

ノ

:

k

に
地
形
的
地
理
區
.に
關
す
冬
硏
究
を
一
瞥
す
る

に

、
と

，
れ

は

偷

，一.

層
利
用
し
難
い
o
蓋
し
地
形
區
の
區
劃
放
、
S純
粹
に
*
形
學
的 

に
行
は
れ
る
場
合
に
も
、
地
質
構
造
.を
主
と
し
て
考
慮
す
る
場
合
に
も
、，
孰
れ
も
成
因
上
の
差
異
を
重
要
視
す
る
が
故
に
、
何
等
か
の 

.統

一

性
を
持
つ
地
塊
又
は
山
塊
が
輩
位
と
し
.て
區
劃
さ
れ
る
0
從
つ
て
地
.形
區
の
境
界
は
、
生
と
.し
て
低
地
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。 

然

る

に

本

邦

の

如

き

地

，形
に

.於
い
て
は
、
社
會
現
象
の
分
布
は
河
谷
奉
野
：•海
岸
等
の
低
地
に
そ
.：の
中
心
を
置
い
て
居
り
、
從
つ
て
社 

:

會
現
捩
に
關
す
る
地
域
の
.境
界
は
山
嶺
に
引
か
れ
る
場
合
が
多
い
。
換
言
す
れ
ば
社
會
現
象
に
關
す
る
地
域
は
人
口
分
布
の
：形
狀
と
最

• 

- 

V 

• 

:

 

-

 

•

り

. 

.-

.

,

，
も

密

接

に

結

着

く

の

で

あ

つ

て

、

.
睦
上
に
於
い
.て
.は
、
人
ロ
：稀
薄
尨
山
岳
部
が
境
界
線
と
.な
.る
こ
と
は
當
然
で
あ
る
？

'
日
本
地
鄕
區
.の
硏
洗
ミ
闕
土
計
蜜
V 
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'
と
こ
ろ
で
下
村
.
.

4
^

井
•渡
邊
•岡
山
，椹
山
の
諸
氏
'に
依
石「

地
形
區」

，{€
從
ふ
と
、：
4
<體
右
表
の
如
ぐ
區
分
さ
れ
る
。
，切
ち
地
形
學

 ̂

に
は
、
北
海
道
と
東
北
也
方
の
.境
晃
は
北
海
道
の
半
島
部
の
略
\
東
限
.に
あ
る
。
ま
た
東
北
地
方
の
西
境
は
、
糸
魚
川
か
ら
靜
岡
に
至
. 

る
中
爽
大
地
霧
帶
及
^-
能
登
半
島
鶴
の
恪
ヒ
南
端
に
於
い
て
中
央
高
地
地
方
に
接
す
る
り
後
瘩
は
ま
た
敦
賀
灣•

俘
勢
灣
を
結
ぶ
沈
降 

,
帶
に
依
つ
て
近
畿
祖
方
と
分
れ
る
、
？

，.

次
，に
近
畿
地
方
は
西
南
日
本
中
央
權
造
線
の
一
部
な
る
紀
ノ
川
I
榔
昍
川
の
線
を
以
つ
て
紀
侨
U 

地
地
方
と
接
し
..
西
は
兵
庫
縣
豐
岡
ょ
り
朝
來
川
丨
和
田
山
丨
加
古
川
の
線
に
贫
.つ
て
中
國
•
瀨
戶
內
•北
九
州
地
方
に
接
す
る
。
西
南
. 

日
本
中
央
構
造
.線
は
紀
伊
か
ら
紀
伊
水
道
を
越
え
て
四
國
に
吉
野
川
丨
松
山
の
.線
と
f

、
更
に
豐
豫
海
峽
を
越
え
て
大
分
縣
臼
杵
か 

.

.ら
熊
本
縣
八
代
へ
九
州
を
橫
斷
す
る
。
と
の
以
南
が
.即
ぢ
外
葉
方
に

.屬
す
る
0
但
し
中
央
.構
造
線
は
紀
伊
か
梟
方
へ
も
.延
び
て
伊

.
勢
灣
を
越
'え
，、
1
川
丨
天
龍
川
か
ら
大
.地
溝
線
に
達
す
る
°
而
し
：.て
こ
の
‘中
央
權
造
韻
と
大
地
溝
線
と
で
1|
さ
れ
る
三
角
形
の
赤
石
山

\
 

• 

• 

. 

. 

.

地
は
地
體
構
造
上
か
ら
^
:
に̂
屬
す
る
と
な
す
學
者
.̂
多
い
。(

「

地
形
區」

前
褐
、
八
頁
參
照)

：

’
.
.こ
の
外
帶
の
地
形
的
.
徵
は
、
全
體
と
し
'.て
山
派
形
が
批
年
期
の
狀
態
に
あ
り
、
谷
形
は
未
だ
幼
年
期
の
狀
態
を
示
；

,
布
•不
協
和
的
へ
ロ
流
等
が
見
ら
れ
、
.
.谷
睪
野
の
發
達
が
殆
ど
.な
い
こ
と
で
f

、本
邦
に
於
い
て
最
も
深
山
め
^

で
あ
る
？
そ
れ
に
對
し
て
渺
に
接
兮
る
中
國
•瀨
戶
內*

北
九
州
地
方
は
、
..一
般
に
高
度
も
低
ぐ
的
海
•海
岸

平

野

。
河

谷
•盆
地

•
高

原

等 

.
,が
多
數
交
錯
し
.て
居
り
、
.外
帶
と
著
し
い
對
照
を
な
す
。
他
方
、
近
畿
地
方
の
地
形
.的
特
色
は
中
國
•瀨
戶
内
•
北
九
州
地
方
の
そ
れ
と 

'區
別
し
i

 
く
、
椹
山
氏
等
が 

< れ
を
獨
立
.の
地
形
區
と
し
た
の
は
、
.中
國
ノ
瀨
戸
内
•北
九
州
地
方
か
ら
中
央
高
地
地
方
へ
.移
る
地
形
‘ 

變
化
.の
中
間
的
#
在
と
看
做
し
た
か
ら
で
.あ
る
O
.
C

「

地
®
區」

前

损

、
、
五

三

頁：#
照)

次
に
中
央
高
地
.地
方
は
、
.周
緣
に
富
山
乎
野
•
力

'■
日
本
地
理
區
の
齓
鹗
迖
國
土
訃
蜜
. 

〜

 

：

七
三
.

o

rプ
七〕

日本地形區(耑波講座地理學、「地形區」に據る）

擇 太 地 ，方 A東部W地’ B凹 地 帶 C四部即俱

千 島 地 方 A北 千 島 B中千島 c南千島. だ

北 海 道 地 方 A北見出地;B石狩il丨地G天鹽HJ哦 Dタ張山池E日 高 M
( ' 山 地 F墦毛山地G中央致地H來部火山地1根室高地备

J由糠丘陵K十勝平地上汩狩、獅 ■地 M 日本海島列
. 國

I 北 地 方 I北 海 遒 部 , へ  S

A西部火山地域B谍島山地C中央低地D日 本 海 島 列 ^

靡 卿 部  " ぺ

A北上、阿武隙山脈B萊部盆地列(中央溝） 0酬出脈  

’ ；6中央盆地列E出羽屮脈F大地溝帶東綠地帶• G 日本海

て 捧平野列H日本海島列I關苽平野J中央日本低地帶

中央高地 地 方 A飛彈山地B阿券山地c木曾山脈D伊那金地E赤石 

/ ノ 山 地 :F三河高原G駿遠海岸低地H飛弾、美濃山地I加 .

賀 山 地 F越前、美濃山他K越前丘陵み福:并盆地M 加

賀 平 野 N富⑴平野o濃尾平歸P岐阜丘陵Q知多、渥 •

. • 卜 』 . '  . :

美半島
■ ...  . . . . . . . .

近 畿 地 方 A丹彼高原》近畿斷曆地塊辟 ，

中國•領 戶 內 •北 九 州 地 方 ,

' A中央九州火山區B瀨戶内地溝區C中國山地D隱岐島
, • • •

 ̂ E對馬島 /
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琉 球 島 弧 地 方 A種子、匮久島胖B难美、’沖繩島群C先島諸島 〜
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七
四
.
.b

l
l

六
八)

,

.■
:
'質

平

酶
.

丼

盆

地
"
駿

.

岸

低

地
^

尾

.平

野

を

山

地_ょ

：り

め_

積

物
.に
：
依

づ

て

生

ぜ

レ

，
め

.て

息

る

^

^

^

の

地

方

の

大

部

分

は

高

度
 

^な
る
：：！

地

を

な
.し

. ' 
殊

に

東

部.に

於

い
^
は

非

火

山# '
办

地
:̂
し

て

私

州

最

高

所

を

.
な

す

飛

彈

^ '
'
會

*
赤

.
石

の三

山

地

が

略

〜

雁

^
.

.

'

七

て

、
ー

と

の

地

方

.
の

顯

著

な

る

特

色

を

な

し

て

居

名

0

而

し

て

こ

れ

等

內

帶

に

難

す

る

三

地

形

區

の

共

通

の

特

徵

.
と

し

て

*

斷

f

地

，

.

.

必
極
み
て
多
數
沮
つ
_
著
忙
發
達
し
て
居
る
と
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
o
.こ
れ
に
农
し
て
外
帶
に
於
い
て
は
if
f
層

地

形

は

極

め

.
て
乏
し 

:

い
の
で
ぁ
る
。
最
後
に
衆
北
地
方
は
、
中
央
議
線
に
嵌
つ

.て
中
央
高
地
地
方
以
南
，の

督

® 

| 

: 

地

形

區

を

な

し

、

地

體

_

造

が

西

南

'0
本
と
.異
な
り
主
と
し
て
南
北
.の
_線
に
沿
^
て
居
，る
？

.
■
M'
上
述
べ
た
や
ぅ
な
地
形
區
が
、
そ
の
夫
々
の
特
色
に
應
じ
て
相
異
な
る
影
響
を
社
會
現
.象
の
分
布
狀
態
.に
與
へ
て
吾
る
こ
と
は
疑
,
 

,

，ひ
が

な

い

。單
杞
地
形
そ
れ
自
體
と
し
て
の
み
で
な

く

•
氣
候
べ
の
制
权
を
通
じ
て
間
接
的
に
も
重
.大
な
影
響
を
持
つ
こ
と
は
、
前
述 

パ

氣
候
區
分
が
地
形
に
載
く
と
こ
ろ
大
で
ぁ
づ
.た
事
か
ら
3
明
.か
で
ぁ

る

？

例
へ
ば
西
南
日
本
內
帶
區
は
、
外
帶
區
に
比

し

て

、

文

化

.  

謹
に
著
し
く
有
利
な
地
漲
を
持
つ
と
考

へ
ら
れ
る
o 

S

5
，ま

た

本
邦
內
地
，の
地
體
構
造
が
大
體
に
於
い
て
本
州
の
島
形
に
沿
ふ
て 

>居
，る
と
.と
は 
> 
海
常

•
盆

地

列

な

ど

に

於

け

る

人
口
集
中
地
帶
CO
分
布
狀
態
■!
:
制
約
し
、後
者
に
も
や
は
り
本
州
島

形
に
.沿
ふ
走

向
が
か

な
り
顯
著
に
現
れ
て
辱
る
。
氣
候
も
表
日
本
型
と
翦
日
本
型
に
分
れ
て
居
る
。
更
に
細
部
的
に
は
、
山
間
地
.の
生
抵
と
平
野
の
生
苦
の
.
 

.相
違
も

著
し
い
o
‘.

V 

-

0

0
西

南

日

本

内

帶

に

於

け

み

「

地

盤

の

此

の

如

き

不

平

等

運

動

：の

結

果

は

、
種

々

の

形

式

を

有

す

る

淼

地

*湖

永
.內
.海

等

を

多

數

’に

各

地

域
 

.

ぐ

に

分

配

せ

し

，
め

、

：
且

緯

度

上

#
び

に

.
四

邊

の

大

規

模

.の

.
地

形

的

.要

素

等

に

i

つ

て

人

文

の

發

達

を

促

し
-
#
に

尾

張

平

野

の

ー

部

.
、
.
.
簡

戶

內

裔

f 了̂ ^ ：1没^ 殺济5 ゾ̂ 勺？̂ 碑外？

落
帶
沿
域
、
'.
垴
ぴ
に
北
部
九
州
地
方
に
.於
け
る
、
本
邦
第
ー
の
.ほ
ぶ
.铺
續
せ
る
繁
榮
な
る
人
文
風
景
帶
を
發
坐
せ
し
め
た
。
し
ヽ
下
村
彥
ー
、前
揭 

論
文
、
地
理
學
評
論
、
箜

11卷
第
囵
號
、
：
六
九
頁

)

丨
.

:

V'

然
し
，F
ら
境
界
が
泜
地
に
置
が
れ
て
居
.る
が
爲
め
に
、，
國
土
計
畫
に
於
け
る
單
位
地
域
と
'.し
て
利
用
し
得
ぬ
こ
と
が
明
か
で
ぁ
る
。

il
n
ふ
る
に
、
氣
候
區
の
場
合
と
同
様
，に
、
'海
峽
を
中
間
に
挾
む
地
區
は
、
そ
の
事
由
に
依
つV.

も
亦
、'
利
用
す
る
と
と
が
出
來
な
い
。
：
 

こ
れ
に
對
し
て
"
若
し
も
地
形
の
成
因
玄
離
れ
、
且
つ
ま
た
境
界
を
山
頂
•に
置
き
、
地
形
と
河
川
•海
岸
線
等
を
考
慮
に
人
れ
て
、
地
勢 

に
依
る
地
域
を
區
劃
し
た
な
ち
ば
、
そ
の
境
界
線
が
社
會
現
象
に
调
す
る
地
域
の
境
界
線
に
近
く
な
る
場
合
も
生
ず
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
し 

か
も
私
見
を
以
つ
て
す
れ
ば
、
..斯
か
る
地
域
は
ま
さ
に
地
理
學
的
地
域
即
ち
地
理
を
形
成
し
得
る
。

一兀
來
、
地
：理
學
的
地
域
と
は
何 

.等
か
の
親一

性
を
持
つ
こ
と
.に
依
つ
.て
區
劃
さ
れ
る
地
_
部
分
で
ぁ
る
.が
、
例
へ
ば
一
河
|1
1
に
依
つ
て
堆
積
さ
れ
た
平
野
*
一
 
帶
の
隆
起 

.海
岸

•一

連Q

山
脈
か
ら
流
出
す
る
數
本
の
河
川
が
申
.
す̂
る
一
條
の
海
岸
低
地
•
斷
»
に
S
ま

れ

た

盆

地

又

，は

臺

，
S

の
山
頂
に 

引
か
れ
た
境
界
線
に
依
つ
.て
園
ま
れ
る
山
岳
重
蠱
の
地
域
等
は
、成
因
的
に
も
1
地
域
で
.ぁ
る
匕
と
が
多
く
、同
時
に
氣
候
的
に
も
同
一 

の
：地

域

と.な
り

、

從
づ’て
そ

の

周

圍

：の
.斜
面
と
共
に
、
ま
さ
し
く1

つ
の
，地
理
區
を
形
成
す
る
o
.而
し
て
.境
界
を
山
頂
に
置
く
.こ(

と
は
、 

他
面
に
於
い
て
.低
地
を
中
心
，と
す
る
こ
と
に
な
り
、
從
つ
：て
本
邦
の
場
合
に
は
、
そ
の
中
心
と
.人
ロ
分
布
の
电
心
部
と
が
合
致
し
得
る
0

.斯
く
し
て
こ
の
境
界
線
と
社
會
現
象
に
關
す
る
地
域
0
境
界
線
と
が
.近
.似
す
.る
場

合

が

生

ず

，る

と

考

へ

ら

れ

る

。

.然

.る
に
斯
か
石
地
域

.

:
: 

-
ン

.

.

.

.

.

-

V
 

-
..
 

- 

■ 

■ 

■ 

■

の
處
分
は
，
2
:本
全
體
に
_
し
て
は
未
だ
行
は
れ
て
居
な
>
や
.ぅ
で
ぁ
る
。
但
し
と
れ
に
略
ミ
等
し
い
も
の
と
し
て
、
分
水
嶺
又
は
河 

'.
川
集
水
地
域
を
以
つ
ズ
區
割
し
、
之
に
基
い
て
行
政
區
劃
を
齔
定
し
ょ
ぅ
と
す
る
提
唱
が
な
さ
れ
て
§
.

。

'.
:

.V ,
:

本

地
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水系!:主としたる國土區分(野間氏に據る）

丄 北 海 道 （千島列島を含む） . |

2、,策:北 表 道 （北は津輕平島の分水線で苽西に分け、禪飛崎から十和田湖 

ノ に至る。後者は奥人灝川の水源だから、外輪山西側斷塵を

境界として眾側に入れる。安積疎水は人工河川であるから》
• .. 、 .. ' ■ . .

その水源の猪苗代湖は外!如凍側を境として西側へ人れ
, ■ .： - ... ■ .

るo最南端は鮫川を包含し平潟の尖端を以つて區切るo)

3、關 双 道 （久慈川以南。使豆半島を脊槌で眾西に分け、石旆椅に至
. . . .

, る。下田、伊;©七鳥を含む) 。 '
4•東 海 道 （伊哀半島の西側以西。富士五湖は桂川の水源と富士川の

水源とを分け、山中細ほ關眾道に入れる。富士山頂も山中

， 湖水源斜面は關來道に屬する。その他安浩川•大井川、m
、 訪湖、天龍川、足则iu矢作川、木曾川、揖_川を含み、
■ ■ • ■ .

鈴鹿山脈東側を三木崎に至る） •

5、近 畿 道 （琵琶湖、熊野川、千種川、淡路島の間にある河川を含む) 

' 山 陽 道 C告井川以茜）

7、裏13本 北 道 （津輕半島西側から南新潟縣鳥ヶ首岬に至り、佐渡を含む)
ぃ . ' . -

も裏日本南道. （姬川の水源地以南、隠岐を含む） 、

9、四 國 道
•• • • • •

10、九 州 道 （登岐、對島、五島ン種子島ン尾久島を含む） .

11、樺 太  ノ .

故 朝 鮮 .傷綠江と圖們江(i滿洲國と共同管理）

13»臺 ■ (难美諸島、沖繩諸島を含む）

队 南 洋 （委0:統治諸島、小笠原諸島)’ 、

15、關 取 州 （經濟圈としては滿洲國に人れてもよい）

日

本

地

m

區

の

硏

究

W

國

土

計

蜜
 

.
七

七

：

0
.
1

1

七1
)

■.
. 

H本
地
，
现
區
の

：硏
：究

> 」

國
土
計
迸
；

：
 

‘
六

o'
ニ
七
0)

.

.

.
: 

:
.
/
.
.
: 

. 

.

:最
近
>
野
(1
}
-
1
海
造
氏
は
水
利
線
制
.の
諸
方
策
を
論
じ
、
永
利
練
制
の
爲
め
の
行
政
區
劃
に
言
及
す
る
や
、
そ
れ
を
以
っ
て
在
來
の
府 

縣
に
代
る
も
の
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
提
唱
せ
ら
れ
‘た
。
即
ち「

封
建
時
代
に
は
河
川
は
天
然
の
障
碍
で
あ
り
、
溪
谷
の
山
峡
は
.そ
の
ま
、 

要

害

で

あ

っ

た

。
、
從
.っ
て

下

流

部.の
對

岸

な

り

山

峽

，の
上
下

.で
、
或
は
山
に
圍
ま
れ
た
盆
地
が
そ
.の
ま
\
諸
侯
の
勢
力
圈
の
境
界
を
畫

*
^
i
. 

.

.

.

. 

パ

し
た
。
そ
れ
が
現
行
.の
府
縣
の
境
界
に
持
越
さ
れ
、

,
1っ
の
水
系
が
幾
'っ
か
の
府
縣
'に
ょ
っ
て
4
下
對
岸
に
切
斷
さ
れ
、
そ
こ
に
地
方 

行
一
政
が
行
は
れ
、

水

利

行

政

ま

で

'が
此
切
斷
を
規
準
と
し
：て
そ
の
境
界
內
を
對
象
し
.て
居
る
。
現
杇
の
河
川
法
す
ら
施
行
肌
川
と
準
用 

河
川
を
上
下
.流
で
切
つ
て
居
る
0 

.
水
理
.
上
水
の
本
性
を
知
る
な
ら
ば
'
と
れ
位
滑
稽
な
こ
と
は
な
い
。
尤
.も
内
務
辑
の
直
轄
河
川
エ 

事
の
.管
區
は
別
に
土
本
出
張
所
に
よ
っ
て
定
め
：て
居
◊
が
、
近
代
文
明
と
交
通
の
發
達
は
今
や
か
、
：
不
自
然
な
封
建
的
細
分
を
必
要 

と
し
な
い
。
.寧
ろ
大
自
然
が
凡
そ
の
經
濟
發
展
の
基
地
を
畫
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
.此
原

則

に

立

づ

セ

國

土

計

畫

.は

地

方

行

政

區 

割
ヒ
徹
底
的
に
根
本
的
に
改
編
す
る
と
と
こ
そ
大
事
な
目
標
の
.i

っ
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
從
來
水
'利
行
政
の
對
象
地
域
と
し
て
..

水
系
別
水
利
行
政
區
劃
を
主
張
し
：て
來
た
が
、
此
機
會
に
一
層
發
展
的
に
强
調
し
て
、之
を
以
て
新
地
方
行
政
區
樊
道)

と
し
/
Cの
上

1

.

.

. 

-■ 

, 

■ 

-

に
地
方
行
政
の
絹
成
替
が
爲
さ
れ
る
、ぐ
と
を
改
め
て
主
張
す
る
。」
^
國
±:
1+
畫
と
水
利
統
制
問
_」

^

_
農
會
報
、
第
三
〇
卷
第
一
〇 

號
、
，本
年

.r〇
月
、
四
〇
丨
ー
頁
、
.傍
點
は
小
島)

と
れ
に
依
る
と
野
間
氏
は
、

經
濟
上
の
地
區
が
自
然
的
條
件
に
依
っ
て
大
體
區
割 

さ
れ
て
居
り
、：
水
系
と
そ
即
ち
と
の
區
劃
を
行
ふ
.自
然
的
條
件
な
の
^
か
ら
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
國
土
計
筆
に
於
け
る
單
位
地
域
を

'

一

：

,

:'
*
 

■

 

•

>,—

.

 

.
ノ

.

設
定
せ
ょ
と
、
主
張
す
る
.も
の
と
解
釋
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。「

此
道
制
は
府
縣
制
に
代
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
0」



.

.

H本
地
理
區
.の
.硏
究
迖
阖
土
計
琺
.
. 

,

■

.

.

.

.七
<

Pニ
七
二〕

,

:斯
く
し
.て
野
間
氏
は
、
國
土
を
、『

本
土「

を
表
裏
に
分
0.
.
#梁
と
.な
る
_山
脈(

分
水
嶺)

で
割
り
、
之
に
經
濟
活
動
の
.濃
度
を
將
來
計
皲 

.に
わ
た
り
.考
慮
に
入
れv

 

.禅
分
す
る
.の：

で
ぁ
る
？
卽
ち
經
濟
上
は
各
道
區
を
單
位
と
し
て
各
種
生
產
を
普
及
發
達
.せ
し
め
之
に
ょ
り
そ 

.の
厫
域
內
自
給
を
可
能
な
ら
し
、め
、
.
.國
防
上
も
1
:道
區
の
損
傷
を
以
つ
■て
他
へ
影
響
す
る
こ
と
、を
最
小
限
度
に
止
ま
.ら
し
む
る
こ
と
を

.
 

八
.
.
.
.
-
/
- 

-
 

■
 
■ - 

■
■
■
■
-
,
'
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.. 

、

目
檩
と
す
る
。
，勿
論
外
地
の
政
治
的
境
界
は
度
外
視
出
來
な
い
。
し(

同
所
>と
い
.ふ
方

針

を

以

つ

ャ

.、

右

の

一

五

道

に

區

割

さ

れ

.

る
パ
同

所

四一 

I
I
S

) 

- 

■ 

,
.
/

'
こ
れ
と
略
キ
同
様
な
境
界
線
が
田
山
利
一r

郞
氏
に
依
つ
て
圖
示
さ
れ
て
居
る
が(

.前
揭
論
文
、

一

ニ
六
1
三
四
頁
參
照)

そ
れ
に
從
へ 

■ば
、
各
府
縣
.の
境
界
が
分
水
嶺
と
一
致
す
る
場
合
が
か

な

り
多
.い
0
そ
れ
t
以
つ
て
し
て
も
、.分
水
嶺
が
社
#
現
象
に
關
す
る
地
域
の 

境
界
と
し
て
如
何
に
重
要
で
ぁ
る
か
^
解

る

,°
.且
つ
ま
た
野
‘間
氏
の
致
ふ
や
ぅ
に
、
河
川
は
.、
水
田
•木
材
流
送
•淡
水
漁
業
•水
車
*農 

村
の
家
事
用
水
及
び
消
防
用
水
•水
力
發
電

X
鑛
業
用
水•

都
市
上
水
道
等
、
種
，々

な
る
利
用
形
態
に
於
い
て
國
民
生
活
と
極
め
て
重

大
な
關
聯
を
持
ちc

前
揭
論
文
、
三
四
丨
七
寅
參
照)

し
か
も
水
利
統
制
は
’一
水
系
に
對
し
て
統
一
的
.に
行
比
れ
る
こ
と
.が
要
求
さ
れ
る
.

> 

- 

, 

-
i 

/

以
上
は
、
右
の
區
分
は
十
分
考
慮
に
値
す
るo

但
し
こ
れ
を
以
つ
て
府
縣
制
に
，代
へ
ょ
ぅ
と
す
る
意
見
に
、は
、
'躊
躇
な
く
賛
同
す
る
こ 

.と
が
出
來
な
い
。
何
と
な
れ
ば
國
土
計
畫
に
於
け
る
單
位
地
域
は
、
差
當
り
計
畫
樹
立
及
び
施
行
の
爲
め
に
設
け
ら
れ
る
の
で
ぁ
つ
て 

そ
れ
が
直
.ち
に
計
畫
實
施
後
の
終
局
的
な
行
政
'區
劃
，を
意
味
す
る
め
け
で
は
及
い
の
に
、
若
し
府
縣
制
に
代
る
も
の
と
す
れ
ば
一
應
終 

局
的
な
も
の
と
考
人
：ね
ば
な
ら
ぬ
。
他
方
、
水
利
統
制
區
劃
は
本
來
特
殊
’的
機
能
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
'廣
汎
な
機
能
を
见
す
地
方 

自
治
の
行
政
贤
劃
と
與
な
る
-
故
に
前
者
を
以
っ
て
後
者
に
代
へ
ん
と
す
る
に
は
、
こ
の
ニ
づ
の
問
題
を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
ぁ

る
0
然
し
乍
ら
完
全
な
水
利
統
制
を
行
ふ
が
爲
め
に
は
、
結
厣
社
會
坐
活
'の
各
方
面
に
頗
る
廣
汎
な
範
圍
に
わ
.^
<>
て
統
.制

を

必

要

と 

.す
る
こ
.と
は
、
米
國
の
テ
ネ
ッ
シ
ー
溪
谷
開
發
事
業
の
場
合
に
も
明
扒
に
之
を
見
る
と
と
が
出
來
る
の
だ
か
ら(Stuart chase'Rich
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 York, 

1936. 

ch. X
V
’ 

參
照〕

そ
の

意
味
に
於
い
て
野
間
氏
の
意
見
は
敢
も
進
步
的
な
も
の
か
も
知
れ
な
.

^

'

.

.

.

附
記
.：
，
以

上

を

書

終

つ

た

時

、
數

日

來

無

理

を

押

し

て

來

た

風

邪

が

惡

化

^
た
爲
め
執
筆
を
續
行
し
.得
な
く
な
，り〔

し
か
も
締
切
期 

日

の

靡

I

f

待
？

l

l

g

i

v
、
遂
に
己
t

得

な

し

提

出

し

忘

は

ぁ

る

が

編

輯 

者

忙

對

す

る«
を

ふ

さ

ぐ

こ

：と
^
し
た
。：
編
輯
者
及
び
讀
者
め
御
寬
容
を
お
願
ひ
す
る
次
第
で
あ
る
。 

，.，.：

尙
筆
若
の
ブ
ラ
、ン
と
，し
て
は
、
第
三
節
に
麥
谷
龍
次
郞
、地
理
學
ょ
り
其
た
る
行
政
區
割
に
就
い
て(

地
理
擧
評
論
、第
一j

卷
第
九
號
、

. 

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

. 

» 

- 

•

大

正

，一

五

年

九

月

)

田
'中
啓

，
爾、
'
 
日
本
の
地
理
區(

地
理
學
評
論
、
第
三
卷
第K

號
、\

昭
和U

年I

月
、
同
氏
著
、
地
理
學
論
文
集
、
昭 

和
八
S

に
I

I

I

郞
，
某

經

濟

區

I

い
V

I

I

第

一

0

1
四
、
六
號
、
第. 一

1

1

昭
和
四
年
七

九
月
、

一
o
目
ノ R
. 

w
. Hall' 

Agric&tura:r rogions of 

A
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F Part 

S
^
Hぼ 

J
a
p
a
n
e
s
e

w
日 
p
i
H
e
. (Economic

/
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.

.

.
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: 

- 

»
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Geography, 

v
o
l
.
10, 

N
OV-
-
4
, V01..II, 

N
o
.
1

.p
-a
2

;is
.OJ
,
4
-
3
5
.

)

等
に
於
け
な
日
本
の
人
文
地
理
區
•綜
合
的
地
理
區
々
分
を 

^

し̂(

そ
6
歡
略
を
四
つ
の
表
に
ま
と
め
次
に
•揭
げ
て
：置

く

：

}ま
た
吉
田
氏
が
そ
.の「

國

土

計

畫

論

」

一
〇

五—

ニ
ー
一
 
頁
に
考
察
し
て
居 

ら
れ
る
や
ぅ
な
.現
行
の
特
殊
的
：地
方
行
政
諸
區
劃
を
紹
介
し
、
' 第
四
節
に
於
い
て
•
風
土
it
畫
當
藤
の
單
位
地
域
で
は

な

し

に終
局
的

'
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な
意
味
の
.車
位
地
域
に
就
き
、
そ
れ
.の
地
理
的
條
件
に
釾
す
る
經
濟
的
•政
治
的
•社
會
的
等
の
見
地
か
ら
の
要
請
を
考
慮
し
た
場
合
に
、
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' ン 日 本 經 濟 區 （富:±:德治郞氏に據る）

北 帶 （寒地性難帶)

1.北海道區(冷®乾燥晕次區K豆類•迪銶•甜菜區）

• 千島寒獅產讀) •

2.樺太區(冷溫乾燥林業區X落葉梭區）

中 帶 （溫帶性產菜# ) .

1 日本海岸區(多雪求產區）

，ィ、出羽亜區(林_•©挑地帶X山形•秋田•靑森西部)， 

口、’北越迎區(米* _ 帶ぬ幽地方:）

ハ、•山陰亟區(多雪牧牛地帶（山陰道地方） ' J 

2•奥州區(草原牧馬區X幅島より靑森東半に至る）

3，聚海區(夏雨農產區）

ィ、關東亜區•:小麥帶)(關東地方）

ロ、駿•益亜區(茶•來實帶x靜岡縣）

ハン濃尾三亜區(米•桑 鶴 帶 )(ヨ河•尾張•美濃）

びa が でどロハvう的:'科てか、

日

地
理
1S
o
m
究
ミ
國
土

ィ、紀伊平島 

口、南四國 

> 2. 南九州 

VIII.豆南諸島•小笠原諸島 

IX•琉球列島■美賭鼻を含む） 

X. 臺 灣

ぐ 日 本 の 綜 合 的 地 璉 區 C麥谷龍次郞氏に據る）

丄東弗區 7 ’ '
2.關 枣 區 ：:

3. 中央太平洋岸g(剛ょり伊勢細)

4.西部太ヰ洋岸區(近畿の一部*伊勢方面よわ四國の南半、九州の大部） 

5-中央高地區(山梨•長野•岐尊の一部）

も義戶內海區(近畿の一部•中國•四國北半づl州の-f,:し 
7.中央日本海々岸區(新潟より福井方面まで;） •

8•西部日本海々岸區(若狹方固より長門方面まで）

9,西部九州區C炭田地方より天草の方面）

10-南島區C沖繩及小笠原島） ， ,
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日本の綜合的地理區（田中啓爾氏に據る）
:... ...... 、\ . . ■. '
I•樺太島 '

II. 北海道本島 

ffl.千島列島

IV.奥 羽 地 方 …' ,
1.奥羽苽部地方(來部山地•！：部低地）

2.奥沏中央山地(中央HI脈•那須火山帶)

a，奥羽西部地方(出羽地方） ； ： k

V,中部地方

1. 東海地方 ’  s •
ィ，關來地方(關苽平野及应陵地）

;ロ、西部衆海地方(駿遠海岸平野•伊勢海沿岸平野及丘陵地) r :
2: 北酸地方 ’ ： ノ

イ、越後地方，、越後平野及丘陵地) へへ' ，:：.
' ロ、西部北陸地方(北陸平野及丘陵地) '

3. 中央高地 ' V

イ、富士火山帶及藷盆地（富士火出帶•丹澤•山塊•御®山脈旧濃中央はI

脈*闬府盆地•調訪 :̂地•松本平•佐久平•小縣盆地•善光寺平） , 

ロ、中央高池策部(關聚山塊*關苽越後境界⑴地•足尾山塊*八溝筑波山 

. 脈） T • : . ' •ン ： '

ハ，中央高地西部（赤石山脈•伊那谷*木曾山き木曾谷•飛驛山脈及龜 

火山脈•领驊高原，白山） 「

VI•西南日本內帶中部及西部

1- 西南日本趵帶中部

ィ、靼戶闪海斜面地方、 

a 近畿中央部(伊吹!1|脈•鈴鹿山脈以西、丹肢高原より衆南方、和泉 

W脈奈良餘地以北及淡路島)、 

d •瀬戶內(山陽地方、讃妓山脈•東豫及北豫兩平野以牝の北四國）

ロ、山陰地方(若狹灣沿岸地方•山陰中部海岸平野*中國高原此部斜面)

2-北九州及中ブL州

ィ、北九州及肥前半島 .

ロ、中九州(英_山以南の火山岩地域と熊未平野） 

vn.麵 fi本 外 帶 、

1* 南海地方 '



3. Mmm2. mi

11.北九州區(熊本平野以: 

n . 南九州區 

琉球•臺_

1 琉球諸島

鳳

鮮 2.中部朝鮮3.南朝鮮

日本の部分は原本を見る暇なく犬#芳雄氏の紹介文（地〗

月所載）の小圖面から各地區の境域を推宠 

てほ正確に原著者の區分を傅へ得たとはm

I

皿 朝 鮮  

1 - _

右
に
擧
げ
た
諸
區
分
を
參
照
す
る
.な
ら
ば〔

如
何
な
る
區
分
が
望
ま
し
い
か
に
就
い
て
概 

.略
の
考
察
を
‘行
ひ
フ
當
面
の
單
位
地
域
诚
割
は
、
斯
か
る
終
局
の
單
位
地
域
を
考
慮
に
人 

H
rt
て
行
ふ
べ
.き
こ
.と
を
主
張
す
る
所
存
で
あ
つ
た
、
而
七
て
結
論
と
し
て
は
、
や
は
り
吉 

田
氏
と
同
樣
に
中
部
日
ホ
矶
ち
普
通
に
關
東
*中
部
•近
畿
と
呼
ば
れ
て
居
る
部
分
の
區
劃 

の
み
が
重
要
な
問
題
と
な
る
こ
と
を
認
め
、
こ
れ
は
關
聚
在
來
の
關
東
地
方〕

東
海(

靜 

岡

•愛
知
*岐
阜
•伊
勢
平
S'
東
山
S

野
•山
梨)

北
陸(

新
潟
•富
山
•石
川
•福
井)

近
幾

(

在
来
の
近
畿
地
方
の
ぅ
ち
伊
勢
平
，野
を
除
く
部
分)

に
分
つ
；

j

と

が

最

^

望

ま

し

い

と

主

. 

. 

> 

•->

張
す
る
つ
'も
り
で
あ
0
.た

.0

.即
ち
東
山
'區
に
於
い
て
は
そ
の
.高
原
性
t
鑛
康
原
料
の
缺除

.. 

等
の
故
に
、
工
業
•露
畜
產
業
と
も
に
瑞
商
型
.の
.發
展
を
目
標
と
す
ベ
き
で
あ

り

、
北
陸
區

.に
於
い
て
i

富
な
電
力
源
•大
陸
.に
對
す
る
位
置
等
の
故
に
、大
陸
の
原
料
と
結
合
す
る

;

:
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' 

■ 

■ 

■

.
 

.

重

工

業

地

帶

を

發

達

せ

し

む

ぺ

き

で

，あ

り

、
關

東

•東
海
*近
畿
の
諸
地
方
に
對
し
て
顯
著 

な
且
つ
，重
大
な
差
異
を
持
つ
と
^
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
未
だ
綿
密
詳
細
な
調
査
に
0 

' く
昽
理
M
區
劃
は
行
は
れ
た
こ
と
が
な
い
の
だ
が
ら
•
孰
れ
に
し
セ
も
先
づ
調
査
が
必
要 

で
.は
あ
る
が
、

一
應
の
結
論
と
し
て
斯
く1K

ひ
得
る
と
思
ふ
。

.

.

:
C

昭
和一

五
年一

ニ
月
五
日
記)

.

日
本
地
理
.區
の
硏
究
ネ
國
土
針
蜜

八
s

S

一
七
七

)

今1

II

j

-
i
y
1V
K
t
4«r
.«i.
t
r<»
 
J4
 
H
 
k
r
T
v
i

n
f
.
frl
'-
:
.K̂
t
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4,內陸區(高地黎蠶區） 、

イ、信濃亜區(詻蠶*簡级帶)〔長野縣ノ /

ロ、甲斐蓝區(養歡葡萄帶X山梨縣）

地驊茄區(多雨森林帶X飛II高原)

5.潮戶內海區(乾燥牧牛帶） ：

ィ、近 御 (茶•菜種地帶X滋致*伊勢•專都•大阪•兵庫)

ロ，中觀P龃戡(裸麥•靡草帶）•備前. 中•備後*讚 岐 地 方 ) 、 

>、、西瀬戶亜區:裸麥*大郝•七島藺帶)(安蓮，周防，豐後•伊豫北部) 

6•北九州區ノ裸f •菜種帶)(筑前•筑後4巴前•響•前•長門）

7.南海琉球區(暖帶多雨農林地帶）

ィ、紀伊亜區:森林•柑橘帶):和献山縣•奈良縣南部•志摩）

ロ、南四國蓝區(甘藷•玉蜀黍•三椏帶X土佐•伊豫南部•阿波）;

ハ、南九州]15區(架•甘藷帶〕(鹿兒島•宮埼•熊本） ,
ニ、琉球瓶區(tす藷*甘蔗帶X沖繩諸島） \ 一

8.南朝鮮區(米•棉帶;)(京畿•江原以南） ’、

9 .北朝鮮區(粟•黍帶X黄海•平安南沘道•威鏡南此道）

帶 (難性產瑪帶）

1•毫灣歐高溫多雨農業區）

2•南洋區(コ ブ ラ帶)

‘ 日 本 の 農 業 區 （R» B. Hallに據る）农 

北日本

1.北海道2.-太 3.千島列島 

古日本

】•奥羽區cm北六縣）

2•北連ま新潟•富山•石川*福井）

®山區(長野*W梨•岐阜;ifc部 ？）

V 關東'區(關東地方）

5*七島•マりアナ諸島區 

6•取海區靜岡•愛沖•岐阜南部）

.7•畿內區(近江盆地•大阪平野•伊勢平野）

8*山陰區(山陰諸縣•兵-庫及京都の北部）

9•溜戶內區山隄諸縣•兵庳南部*北四國)

10-南海區(紀か平島，南四國)


